
宮城県リハビリテーション支援センター

◼基本理念

➢ノーマライゼーションの理念をふまえ，障害のある方や高
齢者が住み慣れた地域の一員として，その人らしく質の高
い生活ができるよう，リハビリテーションの専門技術的な中
核機関として，医療・相談及び判定を通して，援護の実施
者である市町村等及び障害のある方などを支援します。



宮城県リハビリテーション支援センターの３機能
＝障害者の支援機関

更生相談所機能

身体障害者
知的障害者

地域リハビリテーション
県支援センター機能
高次脳機能障害者支援拠点施設

附属診療所機能

障害者クリニック
リハビリテーション科専門医4名

（常勤3名・非常勤1名）

地域で生活する
障害（児・）者
障害のある高齢者
難病患者

等の支援

判定：
身体障害者手帳
療育手帳
補装具
自立支援医療

・障害者に特化した
外来診療・医療相談
・障害者検診事業

「医療」の制度
⚫ フリーアクセス
⚫ 迅速な対応
⚫ 診断書作成

「福祉」の仕組みを活用
⚫ 無償対応
⇒診療報酬に無いことが可能

⚫ 主治医とは独立した活動

「福祉」の制度
⚫ 無償対応
⇒保険診療の制約を受けない

⚫ 主治医とは独立したｱﾌﾟﾛｰﾁ



リハビリテーション支援センターの組織

◼総務企画班

➢事務所の庶務

◼身体障害支援班 ： 身体障害者更生相談所

➢身障手帳等級認定・交付、補装具判定、自立支援医療要否判定

◼知的障害支援班 ： 知的障害者更生相談所

➢療育手帳等級認定・交付

◼リハビリテーション支援班 ： 地域リハ支援事業都道府県支援センター

➢地域リハビリテーション支援（地域生活支援）、高次脳機能障害者支援

◼クリニック班 ： 附属診療所

➢外来診療、障害者検診



地域リハビリテーション支援



更生相談所における地域リハビリテーション支援

•人材派遣による相談支援

•人材派遣による研修会支援

•会議等での情報の共有・職員に対する研修

広域リハビリテーション支援センター
（保健福祉事務所）における地域リハ
ビリテーション推進の後方支援

• リハビリテーション専門職確保対策としての就職説明会

• リハビリテーション専門職の定着支援に向けた研修会

•障害福祉領域におけるリハビリテーション専門職のネットワーク体
制づくり

•調査・研究

全県的なリハビリテーションに係る課
題の把握・解決に向けた取組

•福祉用具の展示・貸出、相談対応

•障害者自動車運転支援福祉用具等支援に係る活動



宮城県の地域リハ支援体制

◼県行政が直轄で地域リハビリテー
ション支援事業を行う体制

➢都道府県支援センター：
更生相談所

➢広域支援センター：
保健福祉事務所（保健所）

◼県単独事業で地域リハ推進事業を
そのまま継続

◼障害者の地域リハビリテーション主体
宮城県地域リハビリテーション連携指針改定版（H23年3月）より引用



地域リハビリテーション支援
～障害児・者の地域生活支援～

•障害児者等相談支援

•ALS等難病患者に対するコミュニケーション支援

•障害者自動車運転支援

•福祉用具等支援（展示・貸出，相談対応）

リハビリテーション相談支援

•リハビリテーション関係機関・団体とのネットワーク

•地域の問題解決に向けた取り組み支援障害児者支援機能強化

•障害児者支援を担う人材育成障害児者支援人材育成

障害児者支援普及啓発 ・障害児者の支援に係る普及啓発

調査・研究 ・リハビリテーション専門職従事状況

・リハビリテーションサービス資源情報 等調査



リハビリテーション相談支援①
保健福祉事務所等の後方支援

◼保健福祉事務所が実施する相談に対し
人材派遣等により相談を支援

◼ALS患者等に対するコミュニケーション支援

⚫相談対応内容（例）

➢失語症の支援

➢重度障害のある方のコミュニケーション支援

➢生活環境整備に係る支援

～神経難病患者の意思伝達装置に
関する相談支援の様子～

足でスイッチを押し，意思伝達装置を
操作している



◼自操式福祉車両とその付属品の展示
自操式福祉車両：対麻痺や片麻痺でも運転操作が可能な

装置を搭載した車両
• 対麻痺：手動装置で，アクセルブレーキを手で操作

• 片麻痺：アクセルを左足で操作，ウインカー操作を左手で操作 等

◼障害者の自動車運転再開等に向けた相談対応
Ｑ：自分の障害にあった運転補助装置とは？

Ｑ：元々運転していて，脳梗塞による片麻痺になったけど，
運転再開するには？

Ｑ：改造するにはどうしたらいいの？ 等

リハビリテーション相談支援②
～障害者自動車運転支援～

旋回装置の例

跳ね上げ式アクセルの例



リハビリテーション相談支援③
福祉用具等支援～展示・貸出・相談対応～

⚫ 約300点の展示・貸出

展示物品例

• 重度障害者用意思伝達装置各種

• コール及び本体機器を操作するための
スイッチ各種

• パソコン周辺機器

• 環境制御装置（テレビを操作するもの
等）

• 筆談器や透明文字盤等の用具

• 電話増幅器や電気式人工喉頭等

• リフトやトランスファーボード等
移乗を支援する用具



障害児者支援機能強化
～障害児者支援に係る関係団体等との体制づくり～

◼全県的な課題解決のための調整や情報収集のために

➢リハビリテーション関係機関・団体との情報交換

• 関係機関との会議開催

➢保健福祉事務所が実施する事業の支援

• 研修会等の講師協力

• その他事業に対する支援 ～H27年度連絡ネットワーク会議の様子～
障害児支援グループ、精神・知的障害者支
援グループ、障害者支援グループに分かれ
た意見交換の様子

～市町村での研修会の様子～
講師を派遣し失語症の理解と
対応方法について講義



障害児者支援人材育成
～障害児者の支援を担う職員に対する専門研修～

⚫自立支援に向け，身体機能・
アセスメント・介助技術等に
係る研修

～コミュニケーション支援機器に関する
研修会を開催している様子～



障害児者支援普及啓発

⚫支援サポートブックやマニュアル等を作成し，リハビリテーションに
関する情報を発信しています。

⚫障害児者の支援を担う職員に対する啓発研修を実施します。

（福祉用具セミナー，障害の理解・啓発セミナー等）



調査・研究

◼リハビリテーション資源の充実やサービスの質の向上を図る
ため，障害児者支援に係る調査・研究を行います。



まとめ

◼宮城県リハビリテーション支援センターは，２つの更生相談所
（身体および知的障害者更生相談所）を柱とした県行政における障
害者福祉の技術的中枢機関である

◼障害のある方が地域の一員としてその人らしく質の高い生活
を送るよう，援護を行う市町村を支援することを理念としている

◼障害者手帳の交付，補装具などの判定だけでなく，地域リハビ
リテーション支援や専門的相談指導にも可及的に応えられる
よう，相談体制を整えている



宮城県リハビリテーション支援センター

◼基本理念

➢ノーマライゼーションの理念をふまえ，障害のある方や高
齢者が住み慣れた地域の一員として，その人らしく質の高
い生活ができるよう，リハビリテーションの専門技術的な中
核機関として，医療・相談及び判定を通して，援護の実施
者である市町村等及び障害のある方などを支援します。


